
5　広報ながはま　2019年６月15日 広報ながはま　2019年６月15日　4

路
線
バ
ス
の
運
行
を
支
援
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
を

め
ざ
し
て
、
生
活
に
必
要
な
路
線
バ
ス
な

ど
を
維
持
す
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
、
市
・
県
あ
わ
せ
て

２
億
５
千
万
円
の
補
助(

車
両
更
新
分
を

除
く)

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
乗
り
降

り
し
や
す
い
低
床
バ
ス
を
導
入
す
る
な
ど

利
便
性
向
上
を
図
り
、
日
常
の
買
物
や
通

院
、
通
学
、
観
光
な
ど
で
延
べ
約
38
万
人

に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
世
代
へ
路
線
バ
ス
を
存
続
す
る
た
め
に

　
低
床
バ
ス
の
導
入
や
お
得
な
回
数
券
の

発
行
な
ど
に
よ
る
利
用
促
進
、
生
活
交
通

に
配
慮
し
た
路
線
見
直
し
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
利
用
者
が
減
り
続
け
る
と
、

次
世
代
へ
路
線
バ
ス
を
存
続
す
る
こ
と
が

困
難
に
な
り
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
バ
ス
に
乗
る
機
会
を

増
や
す
こ
と
で
、経
営
改
善
に
つ
な
が
り
、

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
路
線
を
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
路
線
バ
ス
な

ど
の
公
共
交
通
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
な

移
動
手
段
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
、ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
い
つ
も
」の
つ
き
あ
い
が「
も
し
も
」に
生
き
る 

　
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
の
避
難
支
援
で

は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
声
掛
け
や
、
協
力
し
て
行
動

す
る
「
支
え
あ
い
の
体
制
」
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
「
避
難
支
援
・
見
守
り
支
え
あ
い
制
度
」

に
よ
り
、
身
近
な
自
治
会
組
織
が
主
体
と
な
っ
た

避
難
支
援
体
制
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
体
の
不

自
由
な
人
な
ど
か
ら
申
し
出
を
受
け
、
自
治
会
や

防
災
組
織
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
に

よ
る
支
援
体
制
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
市
と
社
会

福
祉
協
議
会
が
必
要
な
情
報
を
共
有
す
る
も
の

で
す
。

【
制
度
へ
の
登
録
方
法
】

　
申
請
書
類
を
左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
類
は
左
記
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
郵
送
を
ご

希
望
の
場
合
は
、
担
当
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
登
録
対
象
者
】

　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
重
い
し
ょ
う
が
い
の

あ
る
人
な
ど
、
日
常
生
活
に
手
助
け
が
必
要
な
人

や
、
避
難
を
す
る
際
に
支
援
が
必
要
な
人
。

提
出
先

　
高
齢
福
祉
介
護
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉

　
☎
６
５
―
７
７
８
９

　
し
ょ
う
が
い
福
祉
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉

　
☎
６
５
―
６
５
１
８

　
社
会
福
祉
協
議
会
（
八
幡
東
町
）

　
☎
６
２
―
１
８
０
４

※�

登
録
は
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
自

治
会
長
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
市（
高

齢
福
祉
介
護
課
・
し
ょ
う
が
い
福
祉
課
）、

社
会
福
祉
協
議
会（
地
域
福
祉
課
）な
ど
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

出
前
講
座
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　「
避
難
支
援
・
見
守
り
支
え
あ
い
制
度
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
出
前
講
座
の
申
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
制
度
の
内
容
や
登
録
手
続
き
の
方
法

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
先

　
社
会
福
祉
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉

　
☎
６
５
―
６
５
３
６

　
毎
年
６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す
。
食
育
月
間
に
合
わ
せ

た
食
育
推
進
運
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
保
護
者
や
地
域
の
皆

さ
ん
に
食
に
関
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
一
般
開
放
し
ま
す
。

　
な
お
、
事
前
に
申
込
み
を
し
た
人
に
は
、
当
日
の
学
校
給

食
を
提
供
し
ま
す
。

【
対
象
・
条
件
】

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
学
校
給
食
に
興
味
の
あ
る
人

【
と
　
き
】

　
６
月
25
日（
火
）９
時
～
13
時
ご
ろ

【
と
こ
ろ
】

　
長
浜
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー（
南
田
附
町
）

　
長
浜
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー（
高
月
町
高
月
）

【
給
食
の
試
食
申
込
み
】

　
６
月
20
日（
木
）ま
で
に
、
左
記
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
先
着
30
食�

（
１
食
２
５
０
円
）

※
給
食
献
立
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
見
学
は
、
申
込
不
要
で
す
。

問
合
せ
・
申
込
先

　
長
浜
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
３
―
５
８
１
８

　
長
浜
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
５
―
２
０
０
１

　
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
で
、
節
電
し
な
が
ら
涼
し
い
夏
を
過

ご
す
家
庭
や
事
業
者
を
対
象
に
、
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
応
募
資
格
】

　
つ
る
性
植
物
を
使
っ
て
「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
」
を
設
置

す
る
市
内
の
家
庭
や
事
業
所

【
応
募
方
法
】

　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

の
全
景
写
真
を
添
付
し
て
直
接
左
記
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

※�

応
募
用
紙
は
、
環
境
保
全
課
、
北
部
振
興
局
、
各
図
書
館
・

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
応
募
締
切
り
】

　
10
月
31
日（
木
）必
着

【
審
査
・
表
彰
】

　
設
置
の
効
果（
電
気
使
用
量
な

ど
）・
景
観
・
工
夫
な
ど
を
評
価
し
、

家
庭
部
門
・
事
業
所
部
門
の
そ
れ

ぞ
れ
で
表
彰
し
ま
す
。

※�

入
賞
者
に
は
園
芸
用
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
先

　
環
境
保
全
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉

　
〒
５
２
６
―

８
５
０
１�

　
八
幡
東
町
６
３
２

　

ka
n
k
yo
u
@
city.n

a
ga
h
a
m
a.lg.jp

▶
昨
年
度
事
業
所
部
門
　

　
最
優
秀
賞
　
羽は

淵ぶ
ち

商
店

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
要
望
を
受
け
、
市
の
行
政
情
報

番
組

｢

な
が
は
ま
テ
レ
ビ｣

で
３
月
ま
で
放
送
し
て
い
ま
し

た
、｢

な
が
は
ま�

き
ゃ
ん
せ
体
操｣

の
放
送
を
再
開
し
ま
し

た
。

【
な
が
は
ま 

き
ゃ
ん
せ
体
操
】

　
主
に
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
市
の
ご
当
地
体
操
で
、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
の
活
動
量
減
少
に
よ
る
心
身
機
能
の
低
下
や
、

介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
、
足
腰

を
重
点
的
に
鍛
え
る
体
操
で
す
。
平
成
19
年
度
に
制
作
し
、

転
倒
予
防
自
主
グ
ル
ー
プ
や
サ
ロ
ン
な
ど
地
域
の
高
齢
者
の

通
い
の
場
を
中
心
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
放
送
時
間
と
内
容
】

　
１
日
３
回
、
左
記
の
時
間
帯
・
内
容
で
放
送
を
再
開
し
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
15
分
程
度
と
な
り
ま
す
。

　
○
１
回
目
　
８
時
30
分
～
　
準
備
体
操

　
○
２
回
目
　
13
時
30
分
～
　
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
○
３
回
目
　
15
時
30
分
～
　
柔
軟
体
操

【
な
が
は
ま
テ
レ
ビ
以
外
で
の
視
聴
】

　
希
望
者
に
は
高
齢
福
祉
介
護
課
で

｢

な
が
は
ま�

き
ゃ
ん

せ
体
操｣

の
全
て
が
収
録
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
貸
出
し
、
販

売
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

｢

な
が

は
ま�

き
ゃ
ん
せ
体
操｣

ミ
ニ
版
を
視
聴
で
き
ま
す
。

路
線
バ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

避
難
支
援
・
見
守
り
支
え
あ
い
制
度

問 

都
市
計
画
課
交
通
対
策
室（
☎
６
５
ー
６
５
６
２
）

問 

高
齢
福
祉
介
護
課（
☎
６
５
ー
７
７
８
９
）

問 

社
会
福
祉
課（
☎
６
５
ー
６
５
３
６
）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

単位：万円

H26 H27

市補助 県補助 運賃収入

H28 H29 H30

路線バス等維持財源の推移

路線バス 乗合タクシー

利用者数 376,080 人 10,412 人

運行収入 5,903 万円 249 万円

運行費用 3 億 1,512 万円 1,502 万円

運行欠損 2 億 5,609 万円 1,253 万円

県補助金 4,102 万円 345 万円

市補助金 2 億 1,507 万円 908 万円

平成 30 年度　市内二次交通運行実績
(平成29年10月～平成30年9月)

※路線バスは市内17�路線、乗合タクシーは市内4�地区の合計
※運行欠損を、県・市の補助金で負担(一部委託料あり)

学
校
給
食
を
食
べ
て
み
ま
せ
ん
か

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
し
ま
す

問 

学
校
給
食
室（
☎
６
３
ー
５
８
１
８
）

問 

環
境
保
全
課（
☎
６
５
ー
６
５
１
３
）

▲
市ホームページ

｢

な
が
は
ま 
き
ゃ
ん
せ
体
操｣

の

放
送
を
再
開
し
ま
し
た

問 

高
齢
福
祉
介
護
課（
☎
６
５
ー
７
８
４
１
）


